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環研ニュースの第1号が発行されたのは、農

林水産省に農業環境技術研究所が設置され

た翌年の1984年（昭和59年）7月でした。その17年後

の2001年（平成13年）7月、51号からは、独立行政法

人農業環境技術研究所の定期刊行物として発行され、

今回が通算100号となります。

　初期の農環研ニュースは研究所の「所内誌」の性

格が強く、所職員のほか、関係する国や都道府県の行

政・試験研究機関が主要な読者でした。研究所が独

立行政法人となってからは、国民とのコミュニケー

ション手段の一つとしての「広報誌」の役割が重要に

なりました。農業者、学生や一般の市民など、多くの方

に読んでいただけるような編集を心がけ、研究所の見

学や公開セミナーに参加された方にお渡ししたり、公

共図書館に置いていただけるよう働きかけたりしてい

ます。また、冊子を配布するだけでなく、バックナン

バーをウェブサイトで提供し、1号から最新号までの

全内容を読めるようにしました。

　ここでは、「研究トピックス」の中からインターネット

で特に多く読まれている記事をご紹介します。

⑴ 雑種タンポポの識別と全国分布（57号、2003年）:

　以前はセイヨウタンポポとされていたものの多くが、

日本の在来タンポポとの雑種であることを解説してい

ます。

(2) ヘアリーベッチに含まれる植物生長阻害物質シア

ナミドの発見（58号、2003年）：　

　農耕地の雑草抑制に利用されるマメ科植物のヘア

リーベッチとその作用物質について解説しています。

(3) 農産物の安全性を守る －平常時の放射能をモニ

タリングし、緊急事態にそなえる－（86号、2010年）：

　50年以上続けてきた平常時の放射能調査（コメ・

小麦・土壌）の目的や成果を紹介した記事です。東京

電力福島第一原発事故の1年前に掲載しました。

(4) わが国における小麦の放射能汚染－1959年以来

42年間の長期観測とその解析－（60号、2003年）：

　小麦の放射性物質（ストロンチウム90、セシウム

137）濃度の推移について解説しています。

(5) ひと目でわかるトウモロコシの交雑 －キセニアを

利用した交雑率の簡易調査法－（62号、2004年）：

　遺伝子組換え作物と通常作物との交雑の可能性を

簡易に推定する方法を紹介しています。

(6) 明治初期の関東地方の土地利用をインターネットで

閲覧可能に－歴史的農業環境閲覧システムの開発－

（79号、2008年）：

　明治期の土地利用図「迅速測図」を現在の地理情

報と重ねあわせて見られるシステムの公開と利用方法

について解説しています。

（以上のうち最初の3記事はインターネットで1万回以

上読まれています。）

　研究所では、研究成果や所の活動を皆様に広くお

知らせするため、分かりやすくて読みやすい誌面とな

るよう、今後も心がけてまいります。希望される組織

や個人の方には冊子を無料でお送りしますので、お知

らせください。

農環研ニュース100号を迎えて

（独）農業業環境境技術術研究所  広広報情報報室長　廉廉沢  敏敏弘弘

農
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穀物が不作になれば低所得者層の栄養状態は悪化

　コメ、コムギといった穀物の豊凶は、世界の食糧需

給に大きな影響を与えます。世界的に不作となれば

国際市場における価格の高騰は必至。その影響は所

得水準の低い開発途上国にあらわれやすく、特に輸

入食料に頼る都市部の低所得者層の栄養状態の悪

化は避けられません。

　そのため国連食糧農業機関（FAO）は世界の穀物生

産の動向を監視していますが、3カ月程度先の短期的

な気候予測から、その年の穀物の豊凶を予測できる

ようになれば、世界の穀物生産の動向を監視する上

で重要な技術になるでしょう。不作になったとしても、

事前に穀物の備蓄を進め、開発途上国の低所得者層

に分配できるようにしておけば、食糧需給ひっ迫によ

る混乱を最小限に抑えることが期待されます。

　これまでにもオーストラリアなどの一部の地域で収

量の予測が行われていましたが、地球全体での穀物

生産の予測は行われていませんでした。そこで（独）農

業環境技術研究所の研究グループは（独）海洋研究

開発機構と共同で、短期の気候予測から穀物の世界

的な豊凶を予測する手法の開発に取り組みました。コ

ムギやコメなどの穀物の種をまいてから収穫までに

かかる数カ月間のうち、収穫前の3カ月間（生育後期）

の気象条件（気温、土壌水分量）から、その年の収量

（前年比）を予測しようというのです（図1）。研究を

行った同研究所大

気環境研究領域の

飯泉仁之直研究員

はこう説明します。

「穀物の生産を予測

するには、まず、実際

に観測された気温、

土壌水分量といっ

た気象条件と、実際の収量との間の統計的な関係を

明らかにする必要があります。気象条件については気

象庁と電力中央研究所が作成した気象データを利用

することができたのですが、全地球的な穀物の収量

データを収集し、データベース化していく必要があり

ました」

全地球規模の農作物の収量データベースがない

　農産物の収量データについては、シミュレーション

による収量予測に使えるデータベース化は進んでお

らず、これまでアメリカのミネソタ大学の研究グループ

により1961年から2010年までの50年間の収量を

データベース化したという報告がされているだけです。

しかし、このデータベースは未だ公開されておらず、独

自に収量データベースを作らなければならなかった

のです。

　一部の先進国の収量データに関しては、ウェブサイ

世界のコムギとコメの不作を収穫3カ月前に予測する手法を開発
ー3ヵ月先の気候予測から世界的な豊凶を予測ー
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としちか

ある地域では、春コムギは7月に、冬コムギは1月に種をまき、それぞれ11月、5月に収穫します。収穫の
3カ月前に、生育後期3カ月間の気候予測から、その年の豊凶を予測できるようになれば、たとえ不作
になったとしても、事前に食糧の備蓄を進めるなどの対策を講じることができるようになります。

図1　豊凶予測に利用する期間（例）

飯泉 仁之直
大気環境研究領域



トからダウンロードしたものを利用することができまし

たが、収量データが紙資料でしか存在しない地域もあ

り、各地の研究者に依頼して提供してもらい、そこに記

載された数値を一つ一つコンピュータに入力しなけ

ればなりませんでした。しかも、収穫データは国や州と

いった行政区画ごとに集計されています。気候予測か

ら収量を予測するには、120㎞の格子で区切ったグ

リッドごとに予測を行うため、地理情報システム（GIS）

を用いてグリッドに割り付けていくという地道な作業

が求められました。飯泉研究員はこう続けます。

　「収量データの中には怪しいものも多く含まれてい

ました。例えば、10年間、収量にまったく変化がなかっ

たのに、ある年、突然10倍になるなんて資料もありま

した。正しく収量が報告されていなかったのかもしれ

ません。こうしたデータをそのままデータベースに利

用するわけにはいきませんから、一つ一つ取り除いて

いきました」

　怪しいデータは取り除くのは仕方がないとしても、

全地球的な収穫データベースを作ろうとしているのに、

穴あきだらけでは、収量予測を行うための式（重回帰

式）の精度の検証は難しくなります。飯泉研究員らは

FAOが持つ国別の収量データをもとに、人工衛星から

得られた植物の生産活動の場所ごとの違いを考慮し

て、グリッドごとの収量を推定。情報が欠けた部分を補

い、1982年から2006年までの収量データベースが

作られました（図2）。

　次に、この収量データベースと各地の気象条件との

統計的な関係を調べ、生育後期3カ月間の気象条件

から収量を推定する式を作成。これにより世界規模で

の解析が行えるようになり、世界の栽培面積のうち、コ

ムギでは30％、コメでは33％（生産量ではコムギ

30％、コメ40％）で、気象条件から収量の前年比を精

度よく推定できることが確かめられました（図3）。
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世界のコムギとコメの不作を収穫3カ月前に予測する手法を開発ー3カ月先の気候予測から世界的な豊凶を予測ー

収量の予測を行うには、観測された気象条件と実際の収量との間
に統計的な関係があることを確かめる必要があります。気象条件
については、気象庁、電力中央研究所が持つ過去のデータを利用
することができましたが、収量については独自のデータベースを作
る必要がありました。

コムギ（1994 - 2006）

図2　全地球的な収穫データベース

コムギ コメ

観測された気象条件（気温と土壌水分量）から収量（前年比）の推定を行いました。地図上のオレンジ色で示された地
域は精度良く不作が推定された地域で、世界の栽培面積のコムギ30％、コメ33％に相当します。一方、白色で示され
た地域は気温と土壌の水分量だけでは推定できなかった地域、薄灰色で示された地域はデータがなくて評価できな
かった地域、濃灰色は非栽培地域を示しています。精度良く推定ができた地域での生産量は、全世界の30％（コムギ）、
40％（コメ）に相当するため、広い範囲での収量予測に利用することが期待されています。

図3　観測された気象条件による収量の推定

1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8
平均収量（t/ha）

収穫量
57,200万㌧

収穫量
56,300万㌧



より広い範囲で、より早い時期に
収量予測手法の開発は続く

　こうして実際に観測された気象条件からコムギ、コ

メの収量を精度良く推定できたので、収穫前3カ月の

時点で予測した収穫までの気象条件を式に入力して

その年の収量を予測することが期待されます。

　飯泉研究員らは海洋研究開発機構（JAMSTEC）が

公表している収穫までの3カ月間の気温、土壌水分量

の予測を入力して、収穫3カ月前の時点で、その年の

豊凶予測を行いました。その結果を図4に示しますが、

世界の栽培面積の約2割、コムギでは18％、コメでは

19％（生産量ではコムギ19％、コメ23％）で豊凶を予

測できていることが見て取れます。飯泉研究員がこう

説明してくれました。

　「コムギ、イネだけでなく、ダイズ、トウモロコシにつ

いても気温と土壌水分量から収量の予測を試みまし

たが、全世界での予測は十分な精度がないことが明

らかになりました」

　トウモロコシ、ダイズについても地域を限ってなら

収量を予測することは可能でしょう。しかし、全地球的

な規模になると、今のところ収量予測ができるのはコ

ムギやコメに限られるようです。

　今後はダイズ、トウモロコシについても全世界での

予測が行えるよう、気温、土壌水分量以外の条件も加

味した予測手法の開発が求められます。また、より積

極的な対策を講じるにはコムギ、コメについても、さら

なる改良が求められます。例えば、種をまく前に収量

を予測できるならば、その年の気象条件に適した穀物

を選ぶことができるはずです。その可能性について、

飯泉研究員がこう説明してくれました。

　「転作が可能な場合、どの穀物を選ぶかはこれまで

前年の価格が決め手になっていましたが、価格が高

い穀物が、その時の気象条件に適しているとは限りま

せん。もし種をまく前に精度良く収量を予測できるよう

になれば、気象条件に最適な穀物を選ぶことが可能

なので、不作を回避することができるようになるかも

しれません」

　食糧の備蓄にしても、前年比を大きく下回るような

不作であっても、時間的な余裕があれば十分量を確

保する可能性は高まるでしょう。それだけに、より広い

地域で、より早い時期に精度良く収量を予測できるよ

うになることが求められます。これからの飯泉研究員

らによる研究に期待しましょう。

（文：サイエンスライター　斉藤　勝司）
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コムギ コメ

図3で示した精度良く予測できた地域でも、生育後期3カ月間の気候予測で収量を予測すると、一部で収量の予測精
度は低下してしまいました（地図の青色の地域）。それでも、コムギでは世界の栽培面積の18％で、コメでは同19％で、
栽培中の穀物の豊凶を予測することができました（オレンジ色の地域）。精度良く予測できた地域での生産量は、全
世界の19％（コムギ）、23％（コメ）に相当します。

図4　生育後期3カ月間の気候予測を用いた穀物の豊凶予測

収穫量
57,200万㌧

収穫量
56,300万㌧
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広い土地の情報を一気に読み取る技術
　昔から農家の人々は、田や畑で育てている作物の
生育状況を把握したり、収穫量を予測したりするため
に、田畑を見回り、作物の状態を目で確認することを
繰り返しています。草丈、葉の色、茎数などを調べて、
順調に成長しているか見極めてきました。しかし、耕
作地の規模が大きくなればすべての土地を見て回る
だけでも一苦労です。
　また、営農指導や技術の普及を担当する人たちも、
作物の生育状況を実際に現地調査できるのはほんの
一握りの農地だけです。少ないサンプルを分析して地
域全体の傾向などを把握しなければいけないので、
どうしても不確実性が大きくなってしまいます。
　そのような問題を解決する大きな武器となるのがリ
モートセンシングによる画像診断です。リモートセン
シングとは、航空機や人工衛星を使って離れた場所か
ら対象物を測定し、いろいろな情報を読み取る技術
です。この技術を使えば、広い領域の情報を一気に手
に入れることができるので、とても効率的です。たとえ
ば、作物の生育状態を数メートル程度の細かさの分

布図として見渡せるため、広い地域を対象に客観的
な診断を行うことが可能になります。

目に見えない光も利用して情報を取り出す
　リモートセンシングでは、光や電波を感知するさま
ざまな種類のセンサーを用います。光を利用するリ
モートセンシングでは、対象とする農作物や土壌が太
陽光を反射した光を測定します。波長で表現すると
400～2500ナノメートルくらいです。私たちは、この範
囲の光を数ナノメートル単位で連続的に観測するハ
イパースペクトル計測（図１）という方法を使って、作
物情報や農地情報を収集する技術を開発しています。
　人間の目に見える可視光は400～700ナノメートル
ですから、リモートセンシングは目に見えない光まで
も上手に使って、必要な情報を意味のある数値として
取り出すことができます。これまでに、作物の生育状況
の診断や収穫量・品質を予測するうえでカギとなる葉
緑素の量や光合成の活発さなど、基本的な情報を取
り出すさまざまな方法を開発してきました。

利用しやすく精度の高い技術を開発
　光を測定するリモートセンシングで作物の情報を
調べるときは、一般に、太陽光が対象物に当たって反
射された光を測定して解析します。たとえばイネの窒
素含有量を調べる場合、イネが反射した光を測定し、
その波長成分の中に隠された、窒素量の多い少ない
に関わるデータを探していきます。それぞれの波長ご
とに隠された情報を割り出していくことで、イネにどの
くらいの窒素が含まれるのかを推定するのです。
　このとき大切なのは、測定した波長別の反射光の
データを、知りたい作物の量や成分の情報に正確に
結びつけることです。それを実現するためにはいくつ
かの方法がありますが、今回、私たちは、測定した全て
の波長のうちから最適な2つの波長を選び出し、それ
らを組み合わせて使用する方法を考えました。この方
法は、とても簡単なしくみですが、たくさんの波長を使
うよりもより高い精度で目的の情報を推定できるので
す。知りたい作物の量や成分ごとに最適な波長の組
み合わせが変わりますので、作物量や成分ごとに、ど

リモートセンシングで、空から作物の生育状況を調べる

生態系計測研究領域

井上 吉雄

図1　水田で測定したハイパースペクトルデータの例

水田から反射光400～2350ナノメートルの波長の範囲で連続的に
観測します。イネの生育状況に合わせて観測データは変化します。

反
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の波長の組み合わせが有効なのかを研究し、より利
用しやすい技術を開発しています（図2）。ハイパース
ペクトルを用いるこの方法は、農業分野だけでなく、
環境問題など多くの分野に応用できると期待されて
います。

適切な肥料の量を判断し、コメの味を評価
　私たちが最近開発したのはイネの窒素含有量を調
べる方法（図３）と玄米のタンパク質含有率を割り出
す方法です。作物を成長させるには、肥料を与えるこ
とが欠かせません。しかし、窒素肥料は適量をタイミ
ングよく与えないと、イネが倒れやすくなったり、収量
や品質が低下したりしてしまいます。そこで、イネ体内
に含まれる窒素の量をリモートセンシングにより数値
化することで、草丈や茎数に代わる生育診断指標とし
て肥料を適切に与えるための判断材料にします。
　一方、玄米のタンパク質含有率は味に関係してきま
す。一般的にタンパク質の量が少なければ、お米の味
がいいとされています。成熟期の水田で玄米のタンパ
ク質含有率を調べれば、収穫前にある程度お米の味
のよさがわかってきます。この技術を利用して、JA津軽
みらいでは地域の田んぼの玄米タンパク質含有率を
リモートセンシングで調べ、タンパク質の少ないお米
だけを厳選して収穫した「リモセン米」というブランド
をつくりました。

　現在、さまざまな波長域を測定できるセンサーを搭
載した人工衛星がたくさん地球を周回しています。ま
た、今後も多くの打ち上げが予定されています。観測
頻度と画像の解像度は高くなり、利用料金は下がって
きて、ますます利用しやすくなっています。リモートセ
ンシングは、農業だけでなく災害調査や環境調査など
様々な分野で、他の方法では得られない情報収集を
可能にします。これからも国内外のさまざまな場面で
広く役に立つような新しい基本的な技術を開発して
いきたいと考えています。
（談：井上、文：サイエンスライター　荒舩  良孝）
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図2　予測力の高い2つの波長を決める
イネの窒素含有量（左）と玄米のタンパク質含有率（右）について、２つの波長を組み合わせたときの予測力を等
高図に表したもの。濃い赤色になるほど予測力が高い組み合わせとなります。これらのグラフから、窒素含有量の
場合は720nmと522nmの組み合わせ（矢印で表示）が、タンパク質含有率の場合は緑（530nm～580nm）と近赤
外（700～1050nm)の波長帯の組み合わせが最も有効であることがわかりました。
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単位土地面積当り群落窒素

5 10 15(g/m2)

図3　イネの窒素含有量の測定結果
窒素含有量が色の濃淡で示されていて、どの水田に窒素肥料
が必要なのかが一目でわかります。
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研究トピックス

他人の子供の成長は早い？
　遠くに住む親戚の子供と久しぶりに会うと、あっと
いう間に成長したような錯覚に陥ります。一年生作物
の生育変化はそれ以上にあっという間に終わってし
まいます。作物の生育を「アメダス」のように自動で観
測・記録する装置は普及していませんし、定期的に草
丈・葉面積・乾物重などを調査するのは大変です。な
らば、「子供の成長記録のように、作物の生長もデジカ
メで記録を残せばいいじゃないか？」という発想で研
究を始めました。
　
デジカメを使わない手はない！
　リモートセンシング研究で一般的に使われている
分光放射計（光の強さを波長ごとに測定する装置）は、
1台あたり100万円以上する高価なものが多く、よほど
大きな研究予算がなければ、おいそれと野外に置
きっぱなしにすることはできません。一方、デジタルカ
メラは2～3万円も出せば最新モデルを買うことがで
き、オートフォーカス、インターバル撮影、フラッシュ撮
影、リモコン撮影といった便利な機能が当たり前のよ
うについています。普段何げなく使っているデジタル
カメラは、「世界で最も進んだ先端光学技術が詰め込
まれ、コストパフォーマンスで右
に出る物がないリモートセンシ
ング装置」でもあります。この世
界に誇るニッポンの技術を研究
に使わない手はないでしょう。
　
研究的に何が新しいのか？
　「デジカメによる植物の生育
調査って、研究じゃなくて趣味
じゃない？」と思うかも知れませ
んが、世界中で広く行われてい
る研究アプローチなのです。
ハーバード大学の研究グループ
は、CO2フラックス観測サイト周
辺の植生をカメラで記録し、光
合成量と植生の季節変化に関
する多くの論文を発表していま

す。日本でも農研機構中央農業研究センターや筑波
大学が、デジタルカメラによる植生の観測を長く続け
ています。私たちの研究の新しいところは、1．露出（F
値、シャッター速度）やISO感度を考慮したデジタルカ
メラ用の植生指数（植物の繁茂状態や活性を示す値）
を考案したこと、2．夜間フラッシュ撮影画像を利用し
た能動的な測定方法であることの2点です。これまで
使われている植生指数の多くは、デジタル画像上の
赤・緑・青の画素値（0～255の数値、値が大きいほど
明るい）を組み合わせて計算されています。私たちは、
画素値を撮影時のF値・シャッター速度・ISO感度に
よって変換し、相対的な入射光量の変化を考慮した2
種類のデジカメ植生指数（ev-CIgreenとNRBINIR）を考案
しました。ev-CIgreenは昼間の撮影による近赤外画像と
カラー画像（緑バンド）から、NRBINIRは夜間のフラッ
シュ撮影による近赤外画像から計算します。
　
作物生育モニタリング装置と野外観測
　生育モニタリング装置（図1）は、2台のコンパクトデ
ジタルカメラから構成され、うち1台は近赤外光で撮
影するためにバンドパスフィルタが装着されています。
この装置を使い2007～2010年、水稲（つくば市・富

山市）、トウモロコシ・大豆（米国ネ
ブラスカ州）の野外観測試験を行い

デジタルカメラを活用した作物生育モニタリング

生態系計測研究領域 坂本  利弘

図1　生育モニタリング装置
カラ―カメラ・近赤外カメラ・無停電装置から
構成され、1時間ごとに自動で撮影します。

場所：ネブラスカ州立大学試験ほ場

近赤外カメラ

カラーカメラ

電源ケーブル

無停電装置

図2　トウモロコシ撮影画像（2009年）
夜間画像（右側）は、フラッシュ光
を使って撮影します。

カラー画像（昼間）近赤外画像（夜間）月/日

6/20

8/20

9/20



ました。図2は、3.6mの高さから真下に向けて撮影し
たトウモロコシの画像です。夜間フラッシュ撮影による
近赤外画像（右側）は、葉色の変化をとらえることはで
きませんが、トウモロコシの形態的な特徴をよく写し
ていることが分かります。
　
デジカメ植生指数は何をとらえているのか？
　デジカメ植生指数を 同時に行なった生育調査と比
較した結果、NRBINIRはトウモロコシ・大豆の地上部乾
物重（子実を除く）、ev-CIgreenはトウモロコシ・大豆・水
稲の葉面積指数（土地面積あたりの全葉面積、葉が茂
るほど値が高くなる）と高い相関関係を示しました（図
3、4）。NRBINIRが地上部乾物重に強い相関関係を示
したのには次のような理屈があります。作物は生育す
るにつれ、水平方向に葉を広げ垂直方向に草丈を伸
ばします。NRBINIRは、常に一定の強さで照射されるフ
ラッシュを光源として、葉や茎からカメラまで跳ね返っ
てくる反射光の相対的な強さをとらえています。近赤
外光は、土壌表面よりも植物体表面でよく反射される
ので、植生被覆率（葉が地面を覆う比率）が大きくなる
ほど反射光が強くなります。さらに、カメラと植生の距
離が縮まる（草丈が伸びる）につれても強くなります。
つまり、NRBINIRは、植生被覆率のような2次元水平方
向の情報だけでなく、草丈の変化も加味した3次元情
報の変化をとらえているので、地上部乾物重との相関
が高くなったというわけです。一方、昼間撮影による
ev-CIgreenは、近赤外と可視光域の反射率の違いに着
目する従来の考え方で理解できます。
　

時空を超えて作物の生育を記録する
　衛星データを使えば、世界中の農作物の生育を観
察できますが、地上で取った作物生育データと比較し
なければ、解釈を大きく間違えてしまうことがあります。
かといって遠く離れた場所に毎日行くわけにもいかな
いので、作物の生育記録にデジタルカメラの活用が期
待されます。
　また、デジカメ植生指数のデータ(図5)を蓄積すれ
ば、干ばつや洪水等の気象災害年と平年の作物生育
状況の違いを客観的に比較できます。「異常気象や気
候変動による農作物の被害・影響を、昔と今で比べ
る」には、さらに長期間の作物生育情報が必要です。
デジタルカメラによる定点モニタリングならば、少な
い労力で作物の変化を詳細に記録できるため、デー
タの蓄積が簡単になるでしょう。デジタルカメラを利
用するこの方法が、世代を超えた農業環境情報の蓄
積・継承に役立てることができればと期待しています。
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デジタルカメラを利用した作物生育モニタリング

発表論文： Sakamoto et al., Agric. For. Meteorol., 154-155: 113-126（2012）

図3　地上部乾物重とNRBINIRの比較
NRBINIRは、地上部乾物重（子実を除く）との相関関係が高い。

図4　葉面積指数とev-CIgreenの比較
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ev-CIgreenは、葉面積指数との相関関係が高い。

トウモロコシ（2009）
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図5　生物生育に伴うデジカメ植生指数の季節変化

NRBINIR、ev-CIgreenは、それぞれ、植被率・地上部乾物重
の季節パターンを反映しています。図中の○、□は、日
平均値、実線は7日間移動平均値を表します。
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　土壌は、農業生産を通して人類に食料を供給し、文
明の基盤を与えています。しかし、私たち人類はその
歴史において常に土壌を荒らしてきました。現代にお
いても、不適切な管理による土壌劣化が世界各地で
認められます。
　このような中、今世紀最大の課題である食料安全保
障と気候変動への対応を視野に入れ、地球上の土壌
資源を持続的に管理するため、またそのための普及
教育・調査・研究を推進するため、2011年、「地球土壌
パートナーシップ（GSP, Global Soil Partnership）」が

設立されました。GSP
は世界各国の行政機
関、学術研究機関、学
術団体、民間等が参
加する国際ネットワー
クで、国連食糧農業機
関（FAO）内に事務局
を置き活動しています。
　GSP内には、世界
トップクラスの土壌研
究者から構成された

専門家委員会「土壌に関する政府間技術パネル
（ITPS, Intergovernmental Technical Panel on 
Soils）」が設置され、GSPの活動に科学技術的な諮問・
助言を行います。今回、その27名の委員の一人として、
八木一行 研究コーディネータが選任されました。八木
研究コーディネータは、気候変動に関する政府間パネ
ル（IPCC）の活動に参加してきたほか、農業温室効果
ガスに関する国際研究ネットワークであるグロ－バ
ル・リサーチ・アライアンスの研究グループ議長を務
めるなど、国際研究への貢献を海外からも認められて
おり、GSPにおいてもその指導的役割の発揮が期待さ
れます。

 （広報情報室）

　1983年（昭和58年）
12月に農林水産省 農業
環境技術研究所が発足
してから、本年（2013
年）で30周年となります。
これを記念して公開シン
ポジウムを開催し、研究

所の研究活動を広く皆様に知っていただくとともに、
これからの農業と環境をともに考える機会としたいと
思います。農業者、学生や一般の市民など、多くの
方々のご参加をお待ちしています。
　プログラムの詳細、参加方法などについては、農環
研ウェブサイトをご覧ください。

農業環境技術研究所 30周年記念シンポジウム
「21世紀の農業と環境」

日時：平成25年12月13日（金曜日）午後1時～5時15分
場所：新宿明治安田生命ホール
　　 （JR新宿駅西口から2分）
主催： 独立行政法人 農業環境技術研究所
後援：農林水産省農林水産技術会議事務局
概要：
アジアモンスーン地域の気候変動と農業環境、放射
性物質の環境動態、農地からの温室効果ガス発生抑
制、多様な生き物と共存する農業、低カドミウム米の
開発についての講演や報告のあと、21世紀の農業環
境研究の方向について議論します。

（広報情報室）

報  告
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研究所30周年記念シンポジウム
「21世紀の農業と環境」のご案内

八木研究コーディネータ
「土壌に関する政府間技術パネル」の委員に
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　（独）農業環境技術研究所は、8 月7 日（水）から9日
（金）までの、3日間の日程でサマー・サイエンスキャン
プ2013を実施しました。サイエンスキャンプは、(独)
科学技術振興機構（JST）が主催し、全国の研究機関
や大学・企業に、高校生・高等専門学校生などを受け

入れ、研究者、技術者等の指導で実験や実習を行う
「科学技術体験合宿プログラム」です。研究の現場に
触れることで、参加者の科学技術に対する興味・関心
を高め、創造性・知的探究心などを育てることをねら
いとしています。
　今年の農環研でのサマー・サイエンスキャンプは、
「土壌中で生活している線虫などの土壌動物を観察し
てみよう」をテーマとして10名の高校生を受入れ、研
究者がどのようにして農業環境研究に取り組んでいる
かを体験してもらいました。

（広報情報室）

　9月3日、筑波農林研究団地現地視察の一環として、
林 芳正 農林水産大臣が、アイソトープ実験棟を視察
されました。宮下理事長がお出迎えした後、谷山研究
コーディネータより、実験棟の概要や1959年以降続
けている農地土壌及び農作物の放射性物質濃度のモ
ニタリング、東日本大震災後に作成した農地土壌の放
射性セシウム濃度分布推定図について説明しました。
また、放射線管理区域内では、ゲルマニウム半導体検
出器をご覧になりました。大臣は、震災の年に水稲の
作付け制限に活用された「土壌から農作物への移行
係数」が、50年以上にわたるモニタリング結果を基に
算出されていたことに触れ、モニタリングを長期に継

続することの重要性に関心を持っておられました。夕
刻には、食と農の科学館で若手・女性研究者との意見
交換会が開催され、農環研からは物質循環研究領域
の秋山主任研究員が参加しました。

（企画戦略室長　山本 勝利）
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林 農林水産大臣が農環研をご視察

サマーサイエンスキャンプ2013

　（独）農業環境技術研究所では、小中学生の夏休み
に合わせて毎年、「つくばちびっ子博士」のプログラム
を実施しています。今年も、7月22日（火）と23日（水）
に「昆虫採集教室」を、7月27日（土）に「のうかんけん
夏休み公開」(詳細報告は次ページ)を実施しました。
昆虫採集教室（小学校3年生以上、事前予約制、定員
40名）では、参加者3～4人ごとに昆虫関係の研究者
がついて昆虫採集を行い、その後、室内で昆虫標本を
作りました。

　「つくばちびっ子博士」 は、子どもたちが、科学のお
もしろさを体験することによって科学・技術に関心を
持つよう、つくば市などの主催により毎年実施されて
います。全国の小学生・中学生が対象で、「パスポー
ト」 を持ってつくば市内の研究機関や大学で行われる
展示やイベントを見学・体験して、スタンプを集めて
事務局に提出すると、つくばちびっ子博士に認定され
ます。

（広報情報室）
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ちびっ子博士2013  昆虫採集教室
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　（独）農業環境技術研究所では、今年初めての試みとして小中学校の夏休み時期にあた

る7月27日（土）に「のうかんけん夏休み公開」を開催しました。（農研機構夏休み公開と同

時開催）

　この催しでは、子どもたちに科学に目を向けてもらい、農業と環境のかかわりに関心を

もってもらうことを目的に、構内に里山を再現した「ミニ農村」と農業環境インベントリー展

示館を含む4つの会場に15の企画を用意しました。当日は、小学生とその保護者を

　　　　　　中心に事前の予想を上回る1,763人もの来場があり、

　　　　　　　　　　　　盛況のうちに終了しました。
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